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に、バンド 1、2、4、5、7 の DN値が B1:B2:B4:B5:B7 = 1.3: 0.75: 0.2: 0.2: 0.55ずつ上昇することに
着目し、それらの値を沈水植物によるものとし衛星データからそれぞれの値を得ることで、沈水植
物の影響をなくした DN値とし、改良モデルを作成した。補正された DN値を用いてクロロフィル
a 濃度を推定した場合、沈水植物の影響によって、推定クロロフィル a 濃度が現場クロロフィル a
濃度よりも過大に算出された 4地点のクロロフィル a濃度は、沈水植物の被覆率 50%〜25%の地点 2
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か所、ならびに被覆率 10%未満の 1 地点においては沈水植物の影響を取り除くことができ、現場ク
ロロフィル a濃度により近い沈水植物の影響を取り除いた推定値が得られた。また沈水植物の被覆
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